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平
成
28
年
度
の
決
算
状
況

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

一
般
会
計

歳
出
総
額

約
120
億
円

　

平
成
28
年
度
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

28
年
度
は
、市
総
合
計
画「
み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る
ひ
か
り
輝
く
ま
ち

づ
く
り
」や「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
実
現
の
た
め
、各
種
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
計
画
上
の
指
定
避
難
所
機
能
を
兼
ね
備
え
た
武
道
館
整
備
事
業
や
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」の
お
も
て
な
し
拠
点
と
し
て

山
あ
げ
会
館
施
設
整
備
事
業
、市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前
広
場
の
整

備
、更
に
は
南
那
須
中
学
校
施
設
整
備
事
業
を
は
じ
め
、道
路
整
備
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

28
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、歳
入

が
１
２
６
億
４
０
３
６
万
５
６
６
７
円
、歳
出

が
１
２
０
億
３
６
６
７
万
６
３
２
０
円
で
し

た
。
27
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、歳
入

は
６
９
４
２
万
９
千
円
、（
０
・
55
％
）の
減
額
、歳

出
は
１
５
４
万
２
千
円（
０
・
01
％
）の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。※
以
下
、一
般
会
計
の
千
円
未
満
は
四
捨

五
入
。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、償
却
資
産
の
伸
び
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
31
億
４
８
５
６
万
７
千

円
、対
前
年
比
９
４
７
３
万
５
千
円（
３
・
１
％
）の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
は
５
・
８
％
の
増

額
と
な
り
、自
動
車
取
得
税
交
付
金
も
３
・
７
％

の
増
額
。
一
方
で
、地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ

い
て
は
、６
７
５
２
万
６
千
円（
12
・
５
％
）の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、普
通
交
付
税
が

合
併
算
定
替
の
縮
減
措
置
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

や
基
準
財
政
収
入
額
が
伸
び
た
こ
と
な
ど
か
ら

１
億
８
８
６
６
万
２
千
円（
４
・
４
％
）の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
交
付
税
は
３
６
５
５
万
２
千
円（
６・
２
％
）

減
額
と
な
り
、総
額
で
46
億
６
６
６
８
万
８
千

円
、対
前
年
比
２
億
２
５
２
１
万
４
千
円（
４
・
６

％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、本
市
に
お

い
て
は
、合
併
団
体
の
た
め
27
年
度
ま
で
の
10

年
間
、特
例
措
置
と
し
て
、一
本
算
定
と
合
併
算

定
替
を
比
較
し
て
有
利
な
額
が
交
付
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、地
方
創
生
関
連
と
し
て
、27

年
度
か
ら
28
年
度
へ
繰
越
明
許
費
と
し
て
計
上

し
た
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
や
社
会
福
祉

費
、児
童
福
祉
費
関
係
の
国
庫
負
担
金
の
増
額

に
よ
り
、３
９
０
７
万
９
千
円（
３
・
１
％
）の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
産
収
入
は
、旧
江
川
小
学
校
の
跡
地
売
払

収
入
の
増
額
に
よ
り
、４
１
５
０
万
８
千
円

（
１
３
０
・
４
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額

に
よ
り
、１
７
８
７
万
２
千
円（
６
１
５
・
０
％
）の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、財
政
調
整
基
金
等
の
取
り
崩
し

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、５
６
２
万
２
千
円（
１
・

４
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、合
併
特
例
債
の
発
行
額
を
抑
制
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、９
４
６
０
万
円（
12
・
３
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

議
会
費
は
、議
員
共
済
会
負
担
金
の
減
に
よ

り
、対
前
年
比
１
３
３
７
万
円（
８
・
４
％
）の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
の
減
な

ど
に
よ
り
、１
億
８
１
５
６
万
７
千
円（
12
・
3
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

１
億
３
３
８
６
万
７
千
円（
３
・
８
％
）の
増
額
。

総
額
で
36
億
６
５
８
５
万
３
千
円
と
な
り
、全

体
の
30
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、し
尿
処
理
に
係
る
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
の
負
担
金
や
浄
化
槽
設
置
整
備
費
が

減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
５
４
７
１
万
１
千
円

（
３
・
８
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、畜
産
担
い
手
育
成
総
合

整
備
事
業
や
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
事
業
の
減
に
よ
り
１
億
７
４
５
７
万
円（
30
・

８
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、企
業
誘
致
事
業
費
や
山
あ
げ
会

館
施
設
整
備
費
の
増
に
よ
り
、８
９
１
７
万
６

千
円（
20
・
６
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、３
６
０
６
万
３
千
円（
４
・
２
％
）

の
減
額
で
す
が
、繰
越
事
業
の
２
路
線（
滝
愛
宕

台
線
・
田
野
倉
大
金
線
）に
つ
い
て
も
事
業
実
施
し

ま
し
た
。合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
道
路
整
備



歳 出
120億3667万

6千円 

12億9543万
2千円

36億6585万
3千円

13億8282万
7千円

3億9252万4千円8億2389万2千円

5億2133万9千円

17億5806万1千円

5億8653万7千円

1億4524万4千円

253万3千円 14億5885万8千円

357万6千円

歳 入
126億4036万

6千円 

872万7千円
230万4千円

4083万8千円
3188万7千円
509万5千円
220万9千円
883万9千円

  市税

4億1466万1千円
6204万5千円

4億1540万4千円

1億172万8千円
7334万7千円
2077万8千円

2億6730万3千円

12億9175万8千円

46億6668万8千円

31億4856万7千円
6億7140万円

7億9815万円

4億7388万6千円

1億3475万2千円

45億383万3千円
（構成比35.6%）

81億3653万3千円
（構成比64.4%）
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は
、繰
越
分
を
含
め
７
路
線
、辺
地
対
策
事
業
債

に
つ
い
て
１
路
線
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
の
増
に
よ
り
、１
７
５
２
万
２
千
円（
３
・
１
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、武
道
館
施
設
整
備
費
の
増
額
に

よ
り
、２
億
２
９
３
７
万
９
千
円（
15
・
０
％
）の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
、農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
の
減
に
よ
り
、２
１
４
２
万
９
千
円（
89
・

４
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
元
利
償
還
金
が
14
億
５
８�

８
５
万
８
千
円
に
な
り
、１
０
０
８
万
９
千
円

（
０
・
７
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、歳
入
が

42
億
７
５
３
２
万
２
２
９
９
円
、
歳
出
が

40
億
１
８
３
０
万
６
６
９
５
円
と
な
り
、対
前

年
度
比
で
は
歳
入
が
２
・
１
％
の
増
額
、歳
出
が

０
・
２
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
療
施

設
勘
定
は
、歳
入
が
８
０
０
０
万
５
２
０
１
円
、

歳
出
は
６
１
５
９
万
４
５
８
９
円
で
あ
り
、歳

入
歳
出
と
も
３
・
４
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

※
事
業
勘
定
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
会
計

で
、診
療
施
設
勘
定
は
、境
診
療
所
・
七
合
診
療
所
を
運
営

す
る
会
計
で
す
。

　

熊
田
診
療
所
は
、
歳
入
が
６
２
８
０
万�

５
５
８
１
円
、歳
出
が
４
７
５
１
万
５
８
８
８

円
と
な
り
、患
者
数
は
１
・
７
％
、診
療
収
入
は

４
・
３
％
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、決
算
剰
余
金

は
毎
年
度
増
額
し
て
お
り
、安
定
し
た
運
営
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

一般会計
※千円未満四捨五入

特別会計・企業会計

▼今年５月に完成した「那須烏山市武道館」。
武道の稽古や試合が盛んに行われています。

※収益的収支は、サービス提供の対価としての料金収入や人件費、物件費、固定資産の減価償却費など。
資本的収支は、効果が次年度以降に及ぶもので、施設整備費や企業債の元金償還金などです。

■国民健康保険（事業勘定）
歳入	 42億7532万2299円
歳出	 40億1830万6695円
■国民健康保険（診療施設勘定）
歳入	 8000万5201円
歳出	 6159万4589円
■熊田診療所
歳入	 6280万5581円
歳出	 4751万5888千円
■後期高齢者医療
歳入	 3億1914万1727円
歳出	 3億1031万4480円
■介護保険
歳入	 26億2914万5426円
歳出	 25億2602万5000円

■農業集落排水事業
歳入	 5982万9714円
歳出	 5491万5011円
■下水道事業
歳入	 3億5743万2637円
歳出	 3億4276万7794円
■簡易水道事業
歳入	 1億1753万7491円
歳出	 9329万2716円
■水道事業（公営企業会計）
収益的収入	 5億6616万454円
収益的支出	 4億9395万4881円
資本的収入	 4783万5883円
資本的支出	 2億8434万1085円
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後
期
高
齢
者
医
療
は
、歳
入
が
３
億
１
９

１
４
万
１
７
２
７
円
、歳
出
が
３
億
１
０
３

１
万
４
４
８
０
円
で
あ
り
、歳
入
は
１
・
９
％
、

歳
出
は
１
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
歳
入
が
26
億
２
９
１

４
万
５
４
２
６
円
、
歳
出
が
25
億
２
６
０

２
万
５
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、29

年
３
月
末
現
在
の
要
介
護
及
び
要
支
援
認
定

者
数
は
、１
５
３
０
人
で
あ
り
、そ
の
う
ち
、

１
２
８
７
人
の
84
・
１
％
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
お
り
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
78
・

４
％
、施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
21
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、歳
入
が
５
９
８
２�

万
９
７
１
４
円
、
歳
出
が
５
４
９
１
万
５�

０
１
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
と
烏
山
地
区
の
中
心
部
で
供
用

さ
れ
て
い
る
下
水
道
事
業
は
、歳
入
が
３
億
５

７
４
３
万
２
６
３
７
円
、歳
出
が
３
億
４
２
７

６
万
７
７
９
４
円
と
な
り
ま
し
た
。全
体
計
画

の
２
４
９
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、28
年
度
末

で
１
７
９
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
が
終
了
し
、

整
備
率
は
72
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、歳
入
が
１
億
１
７
５
３
万�

７
４
９
１
円
、歳
出
が
９
３
２
９
万
２
７
１
６

円
と
な
り
ま
し
た
。
建
設
改
良
は
、老
朽
化
に

よ
る
漏
水
対
策
と
し
て
、上
境
地
内
の
配
水
管

布
設
替
工
事
を
実
施
。維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

向
田
簡
易
水
道
及
び
興
野
簡
易
水
道
の
自
家
用

発
電
設
備
や
、向
田
簡
易
水
道
施
設
の
電
気
設

備
な
ど
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

企
業
会
計

　

公
益
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、収
益
的
収

入
が
５
億
６
６
１
６
万
４
５
４
円
収
益
的
支
出

は
４
億
９
３
９
５
万
４
８
８
１
円
。資
本
的
収

入
は
４
７
８
３
万
５
８
８
３
円
、資
本
的
支
出

は
２
億
８
４
３
４
万
１
０
８
５
円
と
な
り
ま
し

た
。差
引
不
足
額
２
億
３
６
５
０
万
５
２
０
２

円
は
、過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
で
は
、水
道
水
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、主
要
地
方
道
宇
都
宮
那
須
烏
山
線
道

路
改
良
工
事
に
伴
う
福
岡
地
内
配
水
管
布
設
工

事
な
ど
を
実
施
。
水
道
施
設
更
新
事
業
は
、老

朽
化
し
た
五
郎
山
配
水
場
の
配
水
池
屋
根
補
修

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化
判
断
比
率
４

指
標
で
あ
る
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字

比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
と
、

資
金
不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　
）内

は
、早
期
健
全
化
基
準
で
、ど
れ
か
一
つ
で
も
基

準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。な
お
、数
値
に
つ
い
て
は

少
な
く
な
る
ほ
ど
健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（
13
・
65
％
）

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（
18
・
65
％
）

■
実
質
公
債
費
比
率
…
７
・
３
％（
25
・
０
％
）

■
将
来
負
担
比
率
…
19
・
９
％（
３
５
０
・
0
％
）

■
資
金
不
足
比
率
…
資
金
不
足
の
あ
る
公
営
企

業
な
し

教えて！財政さん ～健全化判断比率編～

おやおや？市の財政について勉強中のここなす姫たちが何か分からない様子…。財政さんに聞いてみよう！

ここなす姫

財政さん

財政さん

財政さん

からすまる

やまどん

A１．�実質公債費比率は0.4％（前年度は7.7％）、将来負担比率は5.0％（前年度は
24.9％）改善されました。実質公債費比率については合併時（平成17年度）
以降、将来負担比率については平成25年度以降、前年度を下回る結果
となっています。

Ｑ１．財政健全化判断比率は前年度と比べてどう変わったの？

Ｑ２．実質公債費比率と将来負担比率が改善された理由は何？

Ｑ３．財政状況が厳しいって聞いたけど、これからも厳しいままなの？

A２．�市債の新規発行を抑制して市債残高の減額を図ったことが大きな理由
の一つです。今後も引き続き数値の改善を目指していきます。

A３．�数値が改善されていることは、財政健全化の取組が少しずつ成果を表
していると言えます。しかし、これはまだ道半ばです。本市の歳入の柱
である地方交付税に対する合併時の有利な計算が終了し、徐々に減額
されていくため、今後行政需要に見合った公共施設の統廃合や更なる
コスト削減など、歳出予算の抑制に努めていく必要があります。
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けんこうコラム⑦　

消費者コラム⑦

　10月はとちぎ食育推進月間！ということで、今回のテーマは「生活習慣
病予防の食事」です。食生活を整えるときには効果的な順番があり、まずは、
食事のリズム「いつ、どう食べる？」を見直すことがポイントです。この土
台となる１日３食の時間や配分が、1日の消費カロリーを大きく左右し、こ
れが改善すると、血糖値やコレステロール値、血圧も改善の方向へ向かうこ
とが分かっています。

【まずは自分の体調チェック！】すべてにチェックで体調 GOOD ！□　目覚めがすっきりしている　□　朝食後に排便がある□　朝から頭がよく働く　□　スポーツや趣味を楽しむ余裕がある□　午後も集中力が続く□　夜はよく眠れる□　休日は朝から活動的に過ごせる

　近年、一人もしくは夫婦だけで暮らす高齢者世帯の増
加に伴い、高齢者を狙った消費者トラブルが後を絶ちま
せん。市消費生活センターに寄せられている相談者の内
訳を見ても、60歳以上が約4割と多数を占めています。
　高齢者の場合、「被害に遭っていることに気付いていな
い」「被害に遭っても誰にも相談しない」という特徴があり、
地域において消費者被害防止の観点からの見守りが必要
となっています。高齢者の消費者被害を防ぐために、今、
地域の皆さんの力が求められています。

【ステップ①気づき】
　日頃から身近な人の様子を気にかけましょう。「いつ
もと違うな」「どうしたんだろう？」ちょっとした変化へ
の気づきが、消費者被害を防ぐ第一歩です。

【ステップ②声かけ・事実を確認】
　騙されていると決めつけて話すと、心を閉ざされてし
まうこともあります。相手の意思を尊重しながら、ゆっ
くり話を聞きましょう。

【ステップ③関係機関につなぐ】
　消費者被害に遭っていたら、消費生活センターへの相
談を勧めましょう。もし、認知症の症状があると思った
ときは、地域包括支援センターに相談しましょう。

　見守り活動は、決して難しいことではありません。ま
ず大切なことは、普段の暮らしの中で高齢者と交流を図
り関係を密にしておくことです。地域の皆さんが、お互
いに思いやり、つながることで、防ぐことのできる消費者
被害はたくさんあるのです。

【国民生活センター「見守り新鮮情報」】
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_mglist.html/

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎１階、商工観光課内）

【専用電話番号】0287-83-1014
【受付時間】平日9:00～12:00、13:00～16:30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン☎188 

（局番なし）」へご相談ください。

【生活習慣改善のチャレンジポイント】

①毎日朝食習慣でカラダのスイッチON！
　朝食で一気に体温が上がって脂肪燃焼モードに！朝食抜きは５倍太りや
すいというデータもあります。 
　朝はご飯にタンパク質食品（納豆・卵・魚など）を組み合わせると体温
上昇しやすいと言われています。脂質が多いと体温が上がりにくくなるの
でパンよりご飯食がおススメです。

②主食のごはんは食べましょう！
　ご飯（穀類）を抜くのは減量には逆効果！抜くのではなく食物繊維（野菜・
きのこ・海藻類）をセットでとりましょう。血糖値の上昇が緩やかになって
体脂肪合成を抑制、満腹感を得やすく食べ過ぎ防止にも！

③脂肪を溜め込みやすい時間帯に注意！
　20時以降は体内が「脂肪蓄積モード」に。夕食は20時までに食べ終わる
ようにし、もっと早く食べられる日はできるだけ早い時間に食べましょう。 
　１日に食べる量が同じでも朝と夜の配分が体重・体調を左右します。夜
遅くに食べたり、量が多かったりするとダイレクトに体脂肪や中性脂肪な
どに変わります。特に、肉や乳製品（チーズ・バター・生クリーム）、加工食品
などの動物性のあぶらをとると、体に脂肪がたまりやすくなります。

④ランチタイムの栄養補給で体調アップ！
　昼間は１日のうち最も代謝がよく脂肪に変わりにくい時間帯。カロリー
より色々な食材をとることを意識！間食をしたいときは適量を守って14
～16時に楽しみましょう。

　～健康増進グループ　管理栄養士より～

　まずは１日！できたら１週間！生活習慣改善にチャレンジしてみましょう。
　市では、個人に合わせた食生活相談（月２回木曜日）も実施していますので、ぜひご利用ください。
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第３回市議会

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
う
新
農
業
委
員
会
制
度
に
移
行
す
る
た
め

の
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
た
め
、「
市
農
業
委

員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
様
に
、農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
う
新
農
業
委
員
会
制
度
に

移
行
す
る
た
め
の
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
等
の
報
酬
を
定
め
る

た
め
、「
市
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

　

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

28
年
度
の
決
算
認
定

　

一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
２

～
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

29
年
度
の
補
正
予
算

○
一
般
会
計

　

29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出
を
そ

れ
ぞ
れ
２
億
１
３
３
６
万
６
千
円
増
額
し
、補

正
後
の
予
算
総
額
を
１
１
４
億
９
１
１
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、庁
舎
管
理
費
と
し
て
、烏
山
庁

舎
に
女
性
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
た
め
の
経
費

２
８
５
万
円
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

費
と
し
て
、28
年
度
に
荒
川
小
学
校
４
年
生
が

行
っ
た
募
金
活
動
の
目
的
に
沿
っ
て
遊
具
を
設

置
す
る
経
費
１
３
０
万
円
、保
育
所
等
施
設
整

備
支
援
事
業
費
と
し
て
、新
た
に
開
設
さ
れ
る

小
規
模
保
育
事
業
所
の
整
備
に
対
し
補
助
を
行

う
経
費
２
４
３
６
万
５
千
円
、新
規
就
農
総
合

支
援
事
業
費
と
し
て
、農
業
後
継
者
が
農
業
経

営
継
承
の
た
め
に
行
う
施
設
整
備
に
対
し
補
助

を
行
う
経
費
６
０
０
万
円
、水
田
農
業
構
造
改

革
推
進
事
業
費
と
し
て
、株
式
会
社
化
し
た
ア

グ
リ
那
須
烏
山
が
行
う
農
機
具
等
の
整
備
に
対

し
補
助
を
行
う
経
費
８
０
６
万
６
千
円
、道
路

維
持
・
道
路
保
全
費
と
し
て
、道
路
施
設
等
に
係

る
維
持
補
修
業
務
委
託
や
工
事
等
３
０
０
０
万

円
、道
路
整
備
費
と
し
て
、着
手
済
路
線
の
継
続

分
や
各
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
整
備
箇
所
の

調
査
費
等
５
５
９
３
万
円
、消
防
施
設
整
備
費

と
し
て
、消
防
団
詰
所
や
水
防
倉
庫
等
の
整
備

経
費
２
３
０
３
万
１
千
円
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、30
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の「
山
あ
げ

会
館
指
定
管
理
委
託
」「
龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館

指
定
管
理
委
託
」「
大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
指

定
管
理
委
託
」に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
を
追

加
補
正
し
ま
し
た
。

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
は
、特
定
健
診
受
診
向
上
事

業
導
入
に
伴
う
業
務
委
託
費
を
計
上
す
る
た

め
、事
業
勘
定
を
２
３
４
万
７
千
円
増
額
し
、

41
億
６
８
４
６
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

境
診
療
所
の
自
動
ド
ア
修
繕
に
係
る
修
繕
料
の

増
額
の
た
め
、診
療
施
設
勘
定
を
４
万
７
千
円

増
額
し
、７
３
５
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
は
、前
年
度
の
保
険
給
付
費
、地
域

支
援
事
業
費
の
実
績
に
基
づ
く
国
、県
支
出
金

等
の
精
査
に
伴
う
償
還
金
な
ど
５
５
９
０
万
４

千
円
増
額
し
、26
億
９
５
６
万
４
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、精
査
に
伴
う
消
費
税
及
び

下
水
道
処
理
施
設
維
持
管
理
費
の
修
繕
料
を
３

５
５
万
１
千
円
増
額
し
、４
億
１
４
０
５
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、境
東
簡
易
水
道
浄
水
場

及
び
向
田
簡
易
水
道
配
水
池
の
施
設
修
繕
、並

び
に
、簡
易
水
道
事
業
の
水
道
事
業
へ
の
統
合

準
備
の
た
め
の
管
網
解
析
業
務
委
託
に
伴
い
１

０
５
７
万
４
千
円
増
額
し
、１
億
１
４
６
４
万

８
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、水
道
施
設
電
気
機
械
更
新
計

画
策
定
業
務
委
託
料
の
増
額
に
伴
い
、資
本
的

支
出
を
６
３
万
８
千
円
増
額
し
、２
億
８
０
１

１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

28
年
度
の
決
算
を
認
定
し
、29
年
度
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

新
農
業
委
員
会
制
度
へ
向
け
て
条
例
を
制
定

　

平
成
29
年
第
３
回
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
５
日
㈫
か
ら
15
日
㈮
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
、29
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
、人
事
案
な
ど
議
案
15
件
、発
議
１
件
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
、２
件
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た
、28
年
度
の
９
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、市

議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
１
件
が
継
続
審
査
と
な
り
、意
見
書
１
件
が
可
決
、選
挙
管

理
委
員
会
委
員
等
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
☎
０
２
８
７

−
88

−

７
１
１
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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条
例
の
一
部
改
正

・
個
人
情
報
保
護
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

「
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
市
情
報
公
開
条

例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
の
取
り
扱
い
に
準

じ
、本
市
職
員
の
育
児
休
業
の
再
度
の
取
得
及

び
延
長
並
び
に
育
児
短
時
間
勤
務
の
再
度
の
取

得
が
で
き
る
特
別
の
事
情
と
し
て
、待
機
児
童
に

係
る
事
情
を
追
加
す
る
た
め
、「
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
公
営
住
宅
法
施
行
令
及
び
住
宅
地
区
改
良
法

第
７
回
教
育
委
員
会（
７
月
28
日
㈮
）

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○�

30
年
度
使
用
小
学
校
用
及
び
中
学
校

用
並
び
に
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級

用
教
科
用
図
書
を
採
択

第
８
回
教
育
委
員
会（
８
月
18
日
㈮
）

○�

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の

認
定
を
承
認

○�

28
年
度
市
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価

報
告
を
承
認

○�

29
年
度
市
教
育
費
予
算
の
補
正
を
決
定

第
９
回
教
育
委
員
会（
９
月
22
日
㈮
）

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

施
行
令
の一
部
改
正
に
伴
い「
市
営
住
宅
設
置
及

び
管
理
条
例
」を一部
改
正
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
等
の
人
事

・
市
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、29
年
11
月

29
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
岡
﨑
孝
雄
氏
を
引

き
続
き
委
員
と
し
て
任
命
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
、29
年
11
月
29
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
横

山
通
有
氏
、岩
附
淳
一
氏
、鈴
木
英
男
氏
を
引
き

続
き
委
員
と
し
て
選
任
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
市
監
査
委
員（
市
議
会
選
出
）の
川
俣
純
子
氏
の

辞
職
に
伴
い
、新
た
に
小
森
幸
雄
氏
を
監
査
委
員

（
市
議
会
選
出
）と
し
て
選
任
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙

　

29
年
11
月
28
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
各
４
人
の

選
挙
が
指
名
推
薦
に
よ
り
行
わ
れ
、次
の
よ
う

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

〔
委
員
〕…
佐
竹
信
哉
氏
、久
郷
啓
二
氏
、星
宮
純

一
氏
、小
堀
ひ
ろ
子
氏　
〔
補
充
員
〕…
小
堀
紘

夫
氏
、髙
野
清
志
氏
、塙
一
男
氏
、小
室
信
行
氏

議
決
事
項

　

28
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
、28
年
度
の
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
当
年
度
未
残
高
２
億
８
８
６
２
万
８
１
３
２

円
の
う
ち
、７
２
０
万
円
を
減
債
積
立
金
に
積
み

立
て
ま
し
た
。

そ
の
他

・
般
社
団
法
人
那
須
烏
山
市
農
業
公
社
の
28
年

度
の
経
営
状
況
説
明
書
と
28
年
度
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率（
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
も
と

め
る
陳
情
」が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

・
議
員
提
案
に
よ
る「
道
路
整
備
に
係
る
補
助

率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
」が
採
択
さ
れ
、国
会
、関
係
行
政
庁
へ
意
見

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

29
年
度『
第
２
四
半
期
』７
月
～
９
月

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

◯�

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
取
り

扱
い
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・�

７
月
26
日
㈬
：
中
学
生
広
島
平
和
記

念
式
典
派
遣
事
業
事
前
研
修
会

・
８
月
３
日
㈭
：
こ
ど
も
議
会

・�

８
月
21
日
㈪
：
中
学
生
広
島
平
和
記

念
式
典
派
遣
事
業
報
告
会

・�

９
月
23
日
㈯
：
荒
川
小
学
校
秋
季
大

運
動
会

・�

９
月
28
日
㈭
：
中
学
生
海
外
派
遣
団

結
団
式

　享保12年（1727）に作成されたもので、市内
に現存する最古の町絵図です。縦160cm、横
300cmの和紙に、烏山城下の町並みが描かれて
います。
　絵図には「酒

さかぬしまちそうえず

主町惣絵図」と題し、①烏山城
主堀家（1627～1672）及び永井家（1687～1702）時代の
検
けんちちょう

地帳などを基に作図されたこと、②仲町十
文字を基点とする街道と間道の長さ、③木

き ど

戸
や番

ばんしょ

所、御
ご よ う い ど

用井戸の数などの情報が墨書され
ています。また、街道を中心として商家や民家
が戸別に描かれ、１軒ごとの戸主名が判別で
きるなど、江戸時代中期の烏山城下の変遷を
知るうえで、貴重な資料になっています。

市指定有形文化財（古文書）

　　享
き ょ う ほ う

保の町
ま ち

絵
え ず

図
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知ってトクトク！

医療費控除

セルフメディケーション税制
■「セルフメディケーション税制」って何？

　セルフメディケーション税制とは、健康の保持増進及び疾病の予防への取り組みとして、一定の取組を行う個人が、平成
29年1月1日以降に、スイッチＯＴＣ医薬品を購入した際に、その購入費用について所得控除を受けることが出来る制度です。
1年間（1月1日～12月31日）に自己負担した医薬品の合計金額が12,000円を超える部分の金額について、その分を控除として所
得金額から差し引かれます。（最高88,000円）

■控除を受けるためには？

　従来の医療費控除同様、確定申告をする必要があります。その際に、次の
ものを添付または提示する必要があります。
◆一定の取り組みを行ったことを明らかにする書類（領収書、結果通知書）
◆対象医薬品を購入した領収書
※領収書には、①商品名②金額③販売店名④購入日⑤当該商品がセルフメ
ディケーション税制対象商品である旨が明記されていることが必要です。

■特例の適用について

　平成29年～平成33年分の確定申告では、従来の医療費控除かセルフメディ
ケーション税制（医療費控除の特例）のどちらかを選択することになります。
両方の適用は出来ませんので、ご注意ください。

◇従来の医療費控除（最高200万円）
　

◇セルフメディケーション税制（最高88,000円）
　

　適用を受けようとする1年間（1月～12月）に、次の
いずれかを受けていることを要件とします。
○予防接種
○がん検診
○特定健康診査（メタボ検診）
○定期健康診断（事業主検診）
○健康診査（人間ドックなど）
※勤務先での定期健康診断な
ども含まれます。

　これまで医師の処方箋がな
ければ使用できなかった医療
用医薬品の中から、一定の要件
を満たし薬局などで処方箋な
しに購入できるよう認可され
た医薬品です。対象の医薬品の多くには、共通識別マーク
が表示されています。
◎詳しい品目名は、厚生労働省HP「セルフメディケーショ
ン税制（医療費控除の特例）について」をご覧ください。
ht t p : / /www .mh lw . g o . j p / s t f / s e i s a kun i t s u i t e /
bunya/0000124853 . h tm l

「一定の取組」とは？ 「スイッチＯＴＣ医薬品」とは？

▲共通識別マーク

1 年間に支払った
医療費

保険金などで
補てんされる金額

10万円または年間所得200万
未満の場合は所得金額の5%

1年間に購入したスイッチ
OTC医薬品等購入費

保険金などで
補てんされる金額 12,000円

　　　　　○○○ドラッグ
　　　　　   <領収書>

2017年10月10日(火)10時10分

★かぜ薬 1点 ￥864
ハンドソープ 1点 ￥270
サプリメント 1点 ￥810
小計 3点 ￥1,944

 合  計  ￥1，944
（内消費税    ￥144）

現金  ￥2，000
おつり  ￥56

★印はセルフメディケーション税制対象商品

■問合　税務課☎︎0287-83-1114
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農業委員会からのお知らせ

農業委員会制度が大きく変わります

農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します!（11月からの１ヵ月間の予定）

農 業 委 員 農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

対 象 者

農業に対して識見を有し、農地等の利用
の最適化の推進に関する事項、その他の
農業委員会所掌に属する事項に関し、そ
の職務を適切に行うことができる人

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有す
る人で、担当する区域内において、農地等の利用の
最適化の推進のための活動ができる人

定 員 19名 25名

報 酬 額 年額350,000円
（活動及び成果実績に応じて割増有）

年額240,000円
（活動及び成果実績に合わせて割増有）

主な業務

・農地の権利移動や許認可業務
・担い手への農地の集積・集約化
・耕作放棄地の発生防止・解消
・新規参入の推進
・その他所掌事務に関する事項

・担い手への農地の集積・集約化
・耕作放棄地の発生防止・解消
・新規参入の促進
・その他所掌事務に関する事項

任 期 平成30年５月22日～平成33年５月21日（３年間）

応募方法

・自らの応募・推薦人の推薦または推薦団体の推薦による応募。
農業委員会事務局窓口備え付けまたは市ホームページから募集用紙をダウンロードし、必要
事項をご記入の上、直接、農業委員会事務局へご提出ください。
※農業委員と農地利用最適化推進委員の両方への推薦、応募はできますが、農業委員と農地
利用最適化推進委員を兼務することはできません。
※詳しい情報は、農業委員会事務局まで問い合わせるか、市ホームページでご確認ください。

公 表 途中経過及び結果について、住所、生年月日と電話番号を除いた応募者の情報を市ホームペー
ジなどで公表しますので、ご了承ください。

■問合　農業委員会事務局☎ 0287-88-7117

　農業委員会法等に関する法律が改正され、平成28年４月１日に施行されました。
　主な改正内容を紹介します。

農業委員会業務の重点化
◎�農地利用の最適化（担い手への農地利用の集積、集約化、耕作放棄地の発生防止、新規参
入の促進）の推進が必須業務に位置付けられました。

農業委員の選出方法の変更
◎�公職選挙法に基づく公選制から公募制度に改められ、議会の承認を得て、
市長が任命することになりました。

・定数の過半数が認定農業者になります。
・�農業者以外の者で中立的な立場で公平な判断をすることができる者を任命します。
・�年齢や性別等に著しい偏りが生じないよう女性や青年を積極的に登用することになります。

農地利用最適化推進委員の新設
◎�農業委員会は、農地利用の最適化の推進に取り組むための新設体制を強化するため、担当区域を定め現場活動を行う
農地利用最適化推進委員を委嘱します。	
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第
12
回
那
須
烏
山
市
水
泳
大
会　
２
部
門
で
大
会
新
記
録
更
新
！

児童・生徒の
学力調査結果報告

那須烏山市の

～結果から読み取れる傾向を
お知らせします～

　

４
月
18
日
㈫
に
、文
部
科
学
省
に
よ
る
小
学
６
年
生
、中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」と
、県
教
育
委
員
会
に
よ
る
小
学
４
・
５
年
生
、中
学
２
年
生

を
対
象
と
し
た「
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
」が
行
わ
れ
、本
市
の
小
・
中
学
校
も
参
加

し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
調
査
は
、児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、児
童
生
徒

へ
の
指
導
や
学
習
状
況
へ
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、国
語
と
算
数（
数
学
）の
２
教
科
で
、そ
れ
ぞ

れ
Ａ
問
題（
主
に「
知
識
」を
問
う
問
題
）と
Ｂ
問
題（
主
に
知
識
を「
活
用
」す
る
力
を
問
う
問
題
）に
分
け
て
出

題
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、小
学
校
は
国
語
・
算
数
・
理
科
の
３
教
科
、

中
学
校
は
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
の
５
教
科
で
、基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
及
び
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
に
関
わ
る
内
容
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
に
生
活
習
慣
や
授
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
尋
ね
る
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
は
学
力
の
特
定
の
一
部
分
で
す
。こ
の
結
果
か
ら
読

み
取
れ
る
傾
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
課
☎
０
２
８
７

−

88

−

６
２
２
２

◀サタデースクー
ルの授業風景。

▶教職員の授業力
向上を目指すスー
パーティーチャー
育成事業。

　

９
月
２
日
㈯
、南
那
須
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
、「
第
12
回
那
須
烏
山
市
水

泳
大
会
」が
開
か
れ
、水
中
で
白
熱
し
た

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
種
目
別
優
勝（
敬
称
略
、「
新
」は
新
記
録
）

【
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
】小
学
４
年
生
以
下
：

塩
野
目
公
英（
烏
山
小
３
年
）「
新
」　

【
25
ｍ
平
泳
ぎ
】小
学
４
年
生
以
下
：
平

野
真
央（
荒
川
小
３
年
）／
小
学
５
・
６
年

生
：
生
魚
祐
晴（
境
小
５
年
）／
一
般
：
野
々

村
留
美
子

【
50
ｍ
平
泳
ぎ
】小
学
４
年
生
以
下
：
吉

成
晃
哉（
荒
川
小
４
年
）／
小
学
５
・
６
年

生
：
山
本
雅
姫（
烏
山
小
６
年
）／
一
般
：
三

輪
善
紀

【
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
】小
学
４
年
生
以

下
：
水
井
茉
璃
奈（
烏
山
小
4
年
）／
小
学

５
・
６
年
生
：
澤
村
和
希（
境
小
５
年
）

【
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
】小
学
５
・
６
年
生
：

田
代
将
樹（
江
川
小
５
年
）／
一
般
：
高
瀬

健
太「
新
」

【
25
ｍ
自
由
形
】小
学
４
年
生
以
下
：
水

井
茉
璃
奈（
烏
山
小
4
年
）／
小
学
５
・
６

年
生
：
露
久
保
利
那（
江
川
小
６
年
）

【
50
ｍ
自
由
形
】小
学
４
年
生
以
下
：
両

方
芽
依（
境
小
３
年
）／
小
学
５
・
６
年
生
：

山
本
雅
姫（
烏
山
小
６
年
）／
一
般
：
櫻
井

俊
雄

【
25
ｍ
背
泳
ぎ
】小
学
４
年
生
以
下
：
久

保
居
舜（
荒
川
小
３
年
）／
小
学
５
・
６
年

生
：
石
倉
優
美（
荒
川
小
６
年
）

【
50
ｍ
背
泳
ぎ
】小
学
４
年
生
以
下
：
両

方
芽
依（
境
小
３
年
）／
小
学
５
・
６
年
生
：

川
島
悠
葉（
七
合
小
６
年
）／一般
：
渕
和
彦

■
総
合
順
位

【
小
学
４
年
生
以
下
の
部
】優
勝
：
両
方

芽
依（
境
小
３
年
）／
準
優
勝
：
稲
澤
海（
江

川
小
４
年
）／
３
位
：
塩
野
目
公
英（
烏
山

小
３
年
）

【
小
学
５・
６
年
生
の
部
】優
勝
：
山
本
雅

姫（
烏
山
小
６
年
）／
準
優
勝：生
魚
祐
晴（
境

小
５
年
）／
３
位：石
倉
優
美（
荒
川
小
６
年
）
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国語A 国語B 算数A 算数B

全　　　国 74.8 57.5 78.6 45.9

那須烏山市 ○ △ △ △

国　
語

算　
数

理　
科

栃　木　県 58.8 63.7 59.9

那須烏山市 ○ ○ ○

国　
語

社　
会

数　
学

理　
科

英　
語

栃　木　県 62.6 48.3 59.0 55.6 64.9

那須烏山市 △ △ △ △ ○

国　
語

算　
数

理　
科

栃　木　県 65.1 67.5 68.9

那須烏山市 ○ ◎ ○

国語A 国語B 数学A 数学B

全　　　国 77.4 72.2 64.6 48.1

那須烏山市 △ △ △ △

▼全国学力・学習状況調査

〈小学６年生〉	 （％） 〈小学４年生〉	 （％）

〈中学２年生〉	 （％）

〈小学５年生〉	 （％）

〈中学３年生〉	 （％）

▼とちぎっ子学習状況調査

　

学
力
調
査
の
結
果

　

学
力
調
査
の
問
題
は
毎
年
違
う
た
め
、本

市
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て
は
、全
国

ま
た
は
県
の
平
均
正
答
率（
％
）と
比
較
し
た

ポ
イ
ン
ト（
Ｐ
）の
差
で
、次
の
よ
う
な
記
号

で
表
す
こ
と
に
し
ま
す
。学
力
調
査
の
結
果

は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
：
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
→
＋
５
・０
Ｐ
以
上

○
：
や
や
上
回
っ
て
い
る
→
０
～
＋
４
・
９
Ｐ

△
：�

や
や
下
回
っ
て
い
る
→
マ
イ
ナ
ス
０
・
１

～
マ
イ
ナ
ス
４
・
９
Ｐ

▲
：�

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
→
マ
イ
ナ
ス
5
・

０
Ｐ
以
下

◇

　

那
須
烏
山
市
の
両
調
査
の
成
績
は
、表
の
よ

う
に
全
国
や
県
の
結
果
と
お
お
む
ね
同
程
度

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。国
語
の
漢
字
や
言
葉

の
使
い
方
、算
数（
数
学
）の
計
算
問
題
な
ど
基

礎
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、高
い
正
答
率
で
し

た
。一
方
、記
述
問
題
で
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
な
ど
活
用
力
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、一
部
課
題
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、自
校
の
結
果
を
細
か
く
分

析
し
、学
力
向
上
を
目
指
し
て
課
題
克
服
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
習
状
況
調
査
の
結
果

　

学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、生
活
習
慣
や
授

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
質
問
紙
調
査
の
た
め
、

「
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て
い
る
」

を
肯
定
的
な
回
答
と
し
て
集
計
し
、全
国
や

調
査
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と

学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
の
相
関
か
ら

○
家
で
、自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強（
宿
題
・

予
習
・
復
習
）を
し
て
い
る
児
童
生
徒
ほ
ど
、平

均
正
答
率
が
高
い
。

○
家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
や
将
来
の
こ
と

に
つ
い
て
話
を
す
る
児
童
生
徒
ほ
ど
、平
均

正
答
率
が
高
い
。

●
平
日
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話
や
メ
ー
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
た
り
す
る
時
間
が
長

い
生
徒
ほ
ど
、す
べ
て
の
教
科
の
平
均
正
答

率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。

◇

　

規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
り
、家
族
と
出

来
事
や
夢
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

学
ぶ
意
欲
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。ま
た
、家

庭
で
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
の
約

束
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
、学
習
時
間
の
確

保
の
た
め
に
大
切
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、小
・
中
学
校
に
お
い

て
教
職
員
の
授
業
力
向
上
を
目
指
し
、「
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事
業
」を
実
施
し
、

学
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
学
習
意
欲

の
向
上
や
休
日
の
学
習
習
慣
の
確
立
を
目
指

し
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
」も
実
施
し

て
い
ま
す
。今
後
、こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

各
学
校
と
連
携
し
て
指
導
の
改
善
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

県
と
比
較
す
る
こ
と
で
、本
市
の
児
童
生
徒

の
状
況
を
分
析
し
ま
し
た
。

授
業
の
様
子

・
学
習
が「
将
来
、社
会
に
出
た
と
き
に
役
に

立
つ
」と
考
え
、授
業
を
集
中
し
て
受
け
て
い
る
。

・
授
業
の
め
あ
て（
目
標
）を
理
解
し
、授
業
の

最
後
に
は
、学
習
活
動
を
振
り
返
る
よ
う
に

し
て
い
る
。ノ
ー
ト
に
、学
習
の
め
あ
て（
目
標
）

や
ま
と
め
を
書
い
て
い
る
。

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、友
達
の
話
や
意

見
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や
意
見
を
発
表

す
る
こ
と
は
得
意
で
は
な
い
と
回
答
し
た
児

童
生
徒
が
多
い
。

家
庭
学
習
へ
の
取
り
組
み
の
様
子

・
家
で
、学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
児
童
生

徒
が
多
く（
各
学
年
90
％
以
上
）、決
ま
っ
た
時

刻
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
家
庭
学
習
は
復
習
が
多
く
、予
習
を
す
る

児
童
生
徒
は
少
な
い
。

生
活
習
慣
、家
庭
、地
域
社
会
と
の
関
わ
り

・
朝
食
を
毎
日
食
べ
た
り
、同
じ
く
ら
い
の

時
刻
に
起
き
た
り
、規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
児
童
生
徒
が
多
い
。

・
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。

・
家
の
人
と
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
こ

と
が
少
な
い
。

・
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

間
な
ど
の
ル
ー
ル
を
家
の
人
と
決
め
て
い
た

り
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い

方
に
つ
い
て
家
の
人
と
の
約
束
を
守
っ
た
り

し
て
い
る
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
が
少
な
い
。



広報なすからすやま  2017.10　12

歯
の
健
康
を

考
え
よ
う
！

消
防
署
で
歯は

っ
ぴ
ー
講
座

自
転
車
で
地
域
の
安
全
を
見
守
り

自
転
車
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
30
日
運
動
が
始
動
！

　

市
で
は
、市
民
の
歯
及
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
き
、小
・
中

学
校
で
の
歯
科
指
導
の
ほ
か
、昨
年
か

ら
市
内
の
事
業
所
な
ど
を
会
場
に
歯
科

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
㈬
、７
日
㈭
に
は
、南
那
須

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
那

須
烏
山
消
防
署
で「
歯
っ
ぴ
ー
講
座
」が

開
か
れ
、署
員
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、市
の
保
健
師
や
歯
科
衛

生
士
が
講
師
と
し
て
訪
れ
、虫
歯
や
歯

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

の
初
日
と
な
っ
た
９
月
21
日
㈭
、那
須
烏

山
警
察
署
で「
自
転
車
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
30

日
運
動
」の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、８
月
末
現
在
、那
須
烏
山
警

察
署
管
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
、負

傷
者
、死
者
数
が
昨
年
１
年
間
の
発
生

を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、同
署
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
。

全
国
地
域
安
全
運
動
最
終
日
の
10
月
20

日
㈮
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、４
人
の

署
員
で
構
成
さ
れ
、交
番
や
駐
在
所
が

あ
る
管
内
６
地
域
を
日
替
わ
り
で
朝
か

　

自
分
で
考
え
て
投
票
す
る
力
を
身
に

付
け
て
も
ら
お
う
と
、市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、９
月
22
日
㈮
、若
者
の
視
点

か
ら
選
挙
啓
発
活
動
を
行
う「
と
ち
ぎ

選
挙
ユ
ー
ス
サ
ロ
ン
」と
連
携
し
た「
選

挙
啓
発
出
前
講
座
」を
南
那
須
中
学
校

で
開
き
ま
し
た
。同
サ
ロ
ン
と
連
携
し

た
出
前
講
座
は
県
内
初
の
試
み
。３
年

生
86
人
が
架
空
選
挙
を
体
験
し
ま
し
た
。

夕
の
１
回
、人
が
集
ま
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な

ど
を
自
転
車
で
１
～
２
時
間
巡
回
し
、

自
転
車
利
用
者
や
高
齢
者
に
事
件
事

故
の
未
然
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

出
発
式
に
は
、大
谷
範
雄
市
長
や

交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
団
体
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。塚
野
重
徳

署
長
が
、「
事
故
の
な
い
安
全
な
地
域

を
作
っ
て
い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
し

た
後
、隊
長
を
務
め
る
交
通
課
の
臼

田
雅
貴
巡
査
長
が「
安
全
安
心
確
保

の
誓
い
」を
宣
誓
。そ
の
後
、４
台
の

自
転
車
が
同
署
を
出
発
し
ま
し
た
。

周
病
の
予
防
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
署
員
た
ち
は
、実
際
に
歯
ブ
ラ
シ

を
使
っ
て
正
し
い
磨
き
方
な
ど
を
学
び
、

自
分
の
歯
や
口
腔
の
健
康
を
見
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
小
林
信
一
さ
ん
は
、「
歯
周

病
の
話
を
聞
い
て
日
頃
の
歯
磨
き
が
ど

れ
だ
け
大
切
か
分
か
っ
た
。正
し
い
磨

き
方
で
磨
け
る
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
署
で
行
わ
れ
た
歯
科
指
導
講
座
。

　

講
座
で
は
、「
巨
大
な
空
き
地
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」を
テ
ー
マ
に
、架

空
の
市
長
選
が
行
わ
れ
、同
サ
ロ
ン
で

活
動
す
る
白
鷗
大
学
の
学
生
３
人
が
立

候
補
者
と
な
り
、防
災
施
設
や
大
学
の

建
設
な
ど
公
約
を
演
説
。生
徒
た
ち
は

本
物
の
記
載
台
や
投
票
箱
な
ど
を
使

い
、模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

市
選
管
担
当
者
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
経
緯
や
、

投
票
に
行
く
意
義
な
ど
が
説
明
さ
れ
、

選
挙
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
佐
竹
信
哉
委
員
長
は
、

「
今
日
の
体
験
を
通
し
て
、家
族
と
選
挙

の
話
を
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま

し
た
。受
講
し
た
室
園
光
琉
さ
ん（
大
金
）

は
、「
選
挙
は
自
分
に
は
ま
だ
先
の
こ
と

と
思
っ
て
い
た
が
、今
回
の
模
擬
投
票

で
身
近
に
感
じ
た
。18
歳
に
な
っ
た
ら

選
挙
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

南那須中で出前講座

架空選挙で
選挙を身近に

上から、立候補者として演説をするサロ
ンの学生／模擬投票をする生徒たち。

那
須
烏
山
警
察
署
を
出
発
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
。



13  広報なすからすやま  2017.10

Ａ
Ｂ
Ｃ
／
Ｒ
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て

教
育
講
演
会

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
、全

編
に
わ
た
り
那
須
烏
山
市
を
舞
台
と
し
た
映

画「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
達
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
映
画
版
ひ
ま
わ

り
」の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
前
田
亘
輝
さ
ん

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
ラ
ジ
オ
番
組

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
達
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
」が
き
っ
か
け
で
作

ら
れ
た
も
の
。前
田
さ
ん
が
全
国
の
ラ
イ
ブ

で
感
じ
た
地
方
の
過
疎
問
題
か
ら
地
方
創
生

を
テ
ー
マ
に
、映
画
版「
未
来
日
記
」な
ど
の

制
作
を
務
め
た
杉
本
達
監
督
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、今
回
の
映
画
製
作
へ
と
持
ち
込
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
市
が

撮
影
を
支
援
し
、本
市
で
の
映
画
企
画
が
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
に
は
、主
演
と
し
て
大
東
駿
介
さ
ん
、

佐
久
本
宝
さ
ん
の
ほ
か
、西
岡
徳
馬
さ
ん
、Ａ

Ｋ
Ｂ
48
チ
ー
ム
８
の
倉
野
尾
成
美
さ
ん
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
さ
れ
た
２
人
の
市
内
高

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、Ａ
Ｂ
Ｃ
／

Ｒ
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て

８
月
29
日
㈫
、烏
山
公
民
館
で
教
育

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、「
Ａ
：
あ
い
さ
つ　

（
あ
い
さ
つ
を
交
わ
そ
う
）」「
Ｂ
：
ビ
フ
ォ

ア（
時
間
前
に
行
動
し
よ
う
）」「
Ｃ
：
ク

リ
ー
ン（
環
境
を
き
れ
い
に
し
よ
う
）」「
Ｒ
：

立
腰（
腰
骨
を
立
て
よ
う
）」を
意
味
し
、

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」運
動
や

「
読
書
・
手
伝
い
・
外
遊
び
」の
奨
励
に

加
え
て
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
こ
う
と
平
成

25
年
に
本
市
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

講
演
会
に
は
、市
内
小
・
中
学
校
の

教
諭
や
地
域
住
民
な
ど
約
１
５
０
人

が
参
加
。
講
師
に
は
、宇
都
宮
大
学

教
職
大
学
院
准
教
授
の
原
田
浩
司
さ

ん
を
招
き
、小
学
校
校
長
な
ど
を
し

て
き
た
経
験
か
ら
、特
別
支
援
教
育

や
学
校
経
営
な
ど
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、高
等
学
校
と
大

学
の
教
育
内
容
や
大
学
入
試
の
方
法

が
大
幅
に
変
わ
る「
教
育
の
２
０
２

０
年
問
題
」を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、

学
習
面
や
特
別
支
援
教
育
、生
徒
指

導
上
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
の
児
童
・
生
徒

と
の
接
し
方
や
考
え
方
な
ど
が
語
ら

れ
、参
加
者
た
ち
に
と
っ
て
、子
ど
も

と
の
接
し
方
を
見
直
す
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、Ａ
Ｂ
Ｃ
／
Ｒ
運
動
の
中
に

も
あ
る「
立り
つ

腰よ
う
教
育
」に
つ
い
て
も

触
れ
、腰
骨
の
立
て
方
や
な
ぜ
腰
骨

が
立
つ
と
良
い
の
か
な
ど
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

現代の教育の課題や解決策を
講演した原田さん。

上:取材対応をするキャスト（左から佐
久本さん、大東さん、倉野尾さん、西岡
さん）／下:山あげ祭シーンの撮影。

大勢の市民エキストラが参加した
クライマックスのランタン上げ。

来
年
夏
公
開
映
画「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
達
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
映
画
版
ひ
ま
わ
り
」

〝
ま
ち
お
こ
し
”映
画
、全
編
市
内
で
撮
影

校
生
が
出
演
。エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
大
勢
の

市
民
も
撮
影
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
芝
居
を
融
合
さ
せ

た
こ
と
が
特
徴
で
、山
あ
げ
祭
の
人
手
不
足

や
人
口
減
少
な
ど
市
が
抱
え
る
問
題
を
出
演

者
た
ち
が
真
剣
に
考
え
、町
お
こ
し
に
奮
闘

す
る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。実
は
、高
校
生

２
人
に
は
、こ
の
町
お
こ
し
の
取
り
組
み
が

映
画
作
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
撮
影
が
終

わ
る
ま
で
知
ら
さ
れ
ず
、彼
女
た
ち
の
頑
張

り
や
感
動
、挫
折
と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
感
情

を
引
き
出
す
手
法
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
本
も
無
く
、市
の
未
来
の
た
め
に
本
気
で

取
り
組
む
２
人
の
高
校
生
の
成
長
物
語
が
作

品
の
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
語
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

…
那
須
烏
山
に
住
む
２
人
の
高
校
生
は
、

町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
開
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
立
ち

上
げ
に
参
加
す
る
。Ｆ
Ｍ
運
営
の
た
め
に
東

京
か
ら
や
っ
て
き
た
夏
生（
大
東
駿
介
）と
龍

二（
佐
久
本
宝
）と
共
に
番
組
の
ネ
タ
に
な
る

よ
う
な
地
元
の
題
材
を
探
し
て
い
く
。ネ
タ

探
し
に
苦
労
す
る
２
人
は
、あ
る
時
、地
元
の

「
山
あ
げ
祭
」の
深
刻
な
担
い
手
不
足
の
問
題

に
直
面
す
る
。事
態
を
解
決
す
る
た
め
に
奔

走
す
る
２
人
の
高
校
生
。彼
女
た
ち
が
仕
掛

け
て
い
く
町
お
こ
し
大
作
戦
は
、徐
々
に
町

の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
、町
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
く
…
。と
い
う
も
の
で
す
。

　

公
開
は
、来
年
夏
。詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

「
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
」な
ど
で
紹
介
し

ま
す
。ま
た
、キ
ャ
ス
ト
の
コ
メ
ン
ト
や
映

画
の
詳
し
い
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
、同

映
画
公
式
サ
イ
トhttp://you-happy-

him
awari.com

/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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地
域
住
民
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
る
伝
統
芸
能

森
田
の
獅
子
舞

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
森
田
の

獅
子
舞
」が
、８
月
26
日
㈯
、27
日
㈰
に

森
田
宿
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
、１
６
０
０
年
頃
、当

地
方
に
天
変
地
異
が
相
次
ぎ
、領
地
が

不
安
で
動
揺
す
る
こ
と
を
案
じ
た
森
田

領
主
大
田
原
増
清
は
、弁
財
天
を
祭
っ

て
民
生
の
安
定
と
五
穀
豊
穣じ
ょ
うを
祈
願

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、御
仮
屋
前
で
雄
２
頭
、雌
１

頭
の
３
頭
の
獅
子
が
優
雅
な
笛
の
音
に

合
わ
せ
て
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。ま
た
、

途
中
に
は
、木
彫
面
を
つ
け
た「
お
か
め
」

や「
ひ
ょ
っ
と
こ
」な
ど
に
よ
り
コ
ミ
カ

ル
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
、見
物
人
の
笑

い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

森
田
獅
子
舞
保
存
会
の
青
木
政
博
会

長
は
、「
昔
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
舞
っ
て
い
る
が
、

後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
毎
年
、

市
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
見
に
来
て
く

れ
る
の
で
、伝
統
を
絶
や
さ
ず
残
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

三
箇
塙
の
天
祭

　

９
月
３
日
㈰
、三
箇
の
松
原
寺
で
国

選
択
無
形
民
俗
文
化
財「
塙
の
天
祭
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
災
を
除
け
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
、

毎
年
、二
百
十
日（
現
：
９
月
１
日
）前
後
に

行
わ
れ
て
い
る
同
行
事
。当
日
は
地
元

の
地
元
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
19

人
が
揃
い
の
法
被
姿
で「
奉
納
太
鼓
」や

「
天
祭
踊
り
」を
披
露
し
、市
内
外
か
ら

訪
れ
た
見
物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

塙
の
天
祭
保
存
会
の
大
嶋
道
雄
会
長

は
、「
地
元
の
小
学
生
が
減
っ
て
き
て
い

る
が
、上
級
生
か
ら
下
級
生
に
祭
り
を

継
承
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、踊
り
を
披
露
し
た
江
川

小
６
年
の
阿
部
佑
吏
さ
ん
は
、「
緊
張
し

た
が
、練
習
の
成
果
が
し
っ
か
り
と
出

せ
た
。楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

下
境
佐
々
良
獅
子
舞

　

８
月
27
日
㈰
、下
境
の
稲
積
神
社
で
、

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
下
境
佐
々

良
獅
子
舞
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
積
神
社
に
二
百
十
日
の
前
日（
現
：

８
月
の
第
４
日
曜
日
）に
風
土
安
穏
、五
穀

豊
穣
を
祈
願
し
て
奉
納
す
る
も
の
と
し

て
２
５
０
年
以
上
続
く
こ
の
行
事
。一

時
は
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足

な
ど
の
問
題
か
ら
10
年
ほ
ど
途
絶
え
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、平
成
元
年
に

下
境
佐
々
良
保
存
会
を
発
足
し
、子
ど

も
た
ち
に
獅
子
舞
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、地
元
の
小
学
５
年
生
３
人

が
新
舞
子
、昨
年
新
舞
子
と
し
て
踊
っ

た
３
人
が
古
舞
子
と
し
て
登
場
し
、15

通
り
あ
る
獅
子
舞
を
笛
の
音
色
に
合
わ

せ
て
披
露
し
ま
し
た
。　

　

新
舞
子
の
境
小
５
年
の
塩
野
目
晃
虹

さ
ん
は
、「
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、練
習

の
成
果
が
発
揮
で
き
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、同
保
存
会
の
大
森
勝

会
長
は
、「
児
童
数
が
減
少
し
、獅
子
舞

を
舞
う
後
継
者
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
今
ま
で
は
、男
子
児
童
が
舞
っ

て
い
た
が
、女
子
児
童
へ
の
育
成
も
検

討
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

数
年
勤
め
、明
治
17
年（
１
８
８
４
）に
神

楽
の
面
20
の
ほ
か
、口
伝
、用
具
な
ど
を

携
え
て
帰
郷
し
、斎
藤
主
膳
を
師
匠
と

し
て
伝
承
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

五
穀
豊
穣
な
ど
が
祈
願
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
の
た
め
、一
時
は
中
断

さ
れ
た
も
の
の
、昭
和
58
年
に
保
存
会

を
結
成
。
約
10
年
前
か
ら
は
、宮
原
の

敬
老
会
で
舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。今

年
は
、上
境
の
敬
老
会
で
も
初
め
て
披

露
し
、お
年
寄
り
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

①

④

②

⑤

③
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宮原八幡宮観世流太々神楽。
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宮
原
八
幡
宮
観
世
流 

太
々
神
楽

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
宮
原
八

幡
宮
観
世
流
太
々
神
楽
」が
９
月
24
日

㈰
に
落
石
釣
堀
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
太
々
神
楽
は
、宮
原
八
幡
宮
祠

斎
藤
松
寿
氏
が
、伊
勢
神
宮
権ご
ん
禰ね

宜ぎ

を

　

９
月
10
日
㈰
、南
那
須
図
書
館
で「
第
６

回
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
か
れ
、１
７
３
０

人
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、図
書
や
雑
誌
が
無
料
で

手
に
入
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
、本
の
コ
ー

ト
か
け
体
験
や
押
し
花
の
し
お
り
作
り
と

い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
も

開
催
。ま
た
、今
年
は
、県
内
で
リ
ト
ミ
ッ

ク
教
室
な
ど
を
行
う
み
な
と
座
や
、那
須

塩
原
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
松
本
加
奈
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ
な
ど
新
た
な
催
し
も
行
わ
れ
、盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、個
人
は
73
・
5
キ
ロ
で
渡
辺
み
り

や
さ
ん
、団
体
で
は
57
キ
ロ
で
江
川
小
学

校
が
優
勝
。参
加
者
に
は
市
長
賞
や
教
育

長
賞
、館
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昨
年
か
ら
始
ま
っ
た「
読
書
通

帳
」の
達
成
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。子
ど
も
の

部
で
は
、宇
井
凰
聖
さ
ん
、黒
須
一
輝
さ
ん
、

上
原
楓
さ
ん
が
５
０
０
冊
、大
人
の
部
で

は
、川
村
久
子
さ
ん
、相
吉
澤
淳
子
さ
ん
が

３
０
０
冊
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

舞
は
全
部
で
39
座
あ
り
ま
す
が
、敬

老
会
で
は
、代
表
的
な「
榊
舞
」や「
住
吉

舞
」な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
大
橋
一
豊
会
長
は
、「
後
継

者
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、こ
の

伝
統
文
化
を
地
元
だ
け
で
な
く
市
内
外

に
広
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

⑥

〔
写
真
〕五
穀
豊
穣
な
ど
を
願
い
各
地
域
で
伝
統
の
舞
を
披

露（
①
②
森
田
の
獅
子
舞　

③
④
三
箇
塙
の
天
祭　

⑤
⑥

下
境
佐
々
良
獅
子
舞　

⑦
宮
原
八
幡
宮
観
世
流
太
々
神
楽
）。

図書館まつり

多彩なイベントでにぎわう

上から、押し花のしおり作りを楽しむ親子／
大勢の人でにぎわったフリーマーケット。

松本加奈子さんのトーク & ライブ。

⑦
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上から、地域住民や市内在住の外国人、県内外の
担ぎ手などに担がれたみこし／子どもみこしも
元気よく繰り出す／祭りを盛り上げたお囃子。

外
国
人
が
み
こ
し
を
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

地
域
住
民
と
異
文
化
交
流
楽
し
む

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
大
健
闘

三
箇
の
消
防
士

佐
藤
和
馬
さ
ん

　

下
川
井
の
琴
平
神
社
の
秋
季
大
祭

が
９
月
10
日
㈰
に
開
か
れ
、地
域
住

民
や
市
内
在
住
の
外
国
人
、県
内
外

の
担
ぎ
手
な
ど
約
２
０
０
人
が
祭
り

に
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
琴
平
神
社
と
は
、下
川
井
の

鹿
島
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
社
で
、

毎
年
９
月
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。祭
礼
で
は
大
小
の
み
こ
し
と
山

車
が
引
か
れ
、４
か
所
の
会
所
に
立

ち
寄
り
な
が
ら
、約
５
時
間
か
け
て

に
ぎ
や
か
に
地
区
内
を
巡
り
ま
す
。

　

１
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
の
行
事
で
す
が
、４
年

前
か
ら
は
、日
本
の
文
化
に
触
れ
よ

　

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
那
珂
川
消
防
署
に
勤
務
す

る
三
箇
の
消
防
士
・
佐
藤
和
馬
さ
ん

が
、８
月
23
日
㈬
、宮
城
県
で
行
わ
れ

た「
第
46
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大

う
と
、市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
す

る
日
本
語
教
室
に
通
う
生
徒
や
小
・

中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語

指
導
助
手
）が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
も
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
９
人
の
外
国
人
が

祭
り
の
は
ん
て
ん
を
着
て
み
こ
し
な

ど
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

江
川
小
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
バ
レ
ン
シ
ア
ン
ノ
・
ダ

イ
ア
ン
さ
ん
は
、「
日
本
の
文
化
は
面

白
い
。こ
ん
な
に
近
所
の
仲
が
良
い

の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。み
こ
し

も
担
い
で
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
」の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
部
門

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
は
、水
平
に
展
張
し
た

往
復
40
メ
ー
ト
ル
の
渡
過
ロ
ー
プ
を

往
路
は
セ
ー
ラ
ー
渡
過
、復
路
は
モ

ン
キ
ー
渡
過
と
い
う
渡
り
方
で
、

安
全
確
実
性
と
所
要
時
間
を
競
い

な
が
ら
渡
る
も
の
で
す
。

　

当
日
、同
部
門
に
は
各
都
道
府

県
大
会
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
52
人

が
出
場
。佐
藤
さ
ん
は
12
番
目
に

早
い
18
秒
と
い
う
タ
イ
ム
を
た
た

き
出
し
ま
し
た
。１
番
と
の
差
は
、

わ
ず
か
１
・
40
秒
。
関
係
者
に
よ

る
と
、同
消
防
本
部
で
は
、全
国
大
会

で
こ
の
よ
う
な
結
果
が
残
せ
た
こ
と

は
近
年
稀
に
見
る
好
成
績
だ
と
い
い

ま
す
。

　

消
防
士
に
な
っ
て
３
年
目
の
佐
藤

さ
ん
。約
１
年
間
の
訓
練
を
経
て
初

出
場
の
県
大
会
で
は
優
勝
、そ
し
て

全
国
大
会
へ
…
。大
会
を
終
え
て
佐

藤
さ
ん
は
、「
職
場
や
家
族
、地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
、周
り
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
訓
練
も
で
き
た
。
こ

の
訓
練
を
生
か
し
、地
域
の
安
全
を

守
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
し
た
佐
藤
さ
ん
。
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塩
野
目
愛
莉
さ
ん・
碧
音
さ
ん
、齋
藤
希
良
さ々
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
関
東
ベ
ス
ト
８

　

那
珂
川
町
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
馬
頭
ウ
イ
ン
グ
に
所
属
す
る
烏
山

小
４
年
の
塩
野
目
愛
莉
さ
ん（
初
音
）

と
妹
で
同
校
２
年
の
碧
音
さ
ん
、同

校
２
年
の
齋
藤
希
良
々
さ
ん（
大
沢
）

が
、８
月
26
日
㈯
、27
日
㈰
に
神
奈
川

県
で
行
わ
れ
た「
第
34
回
関
東
小
学

生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に
出

場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、１
回
戦
を
東
京
都
代

　

大
木
須
の「
ほ
た
る
の
里
の
古
民
家

お
お
ぎ
す
」で
、８
月
26
日
㈯
、結
婚
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
し
た
の
は
、渡
邉
俊
彦
さ
ん
と

野
上
出
身
の
幸
子
さ
ん
夫
婦
。結
婚
式

は
、５
月
に
夫
・
俊
彦
さ
ん
の
実
家
が
あ

る
北
海
道
で
挙
げ
て
い
ま
し
た
が
、古

民
家
を
何
度
か
利
用
し
、気
に
入
っ
た

２
人
は
、「
古
民
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
で

き
な
い
か
」と
相
談
を
持
ち
か
け
た
と

こ
ろ
実
現
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

当
日
、料
理
は
茂
木
町
に
店
を
構
え

る
タ
カ
ギ
商
店
が
、会
場
は
パ
ー
テ
ィ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
富
田
ち
ひ
ろ
さ

左
か
ら
、齋
藤
さ
ん
、塩
野
目

（
碧
）さ
ん
、塩
野
目（
愛
）さ
ん
。

表
の
オ
ー
ル
葛
飾
に
勝
利
し
、２
回

戦
の
神
奈
川
県
代
表
の
大
和
ホ
ワ
イ

ト
ガ
ー
ル
ズ
に
５
対
４
の
１
点
差
で

惜
し
く
も
敗
れ
、関
東
ベ
ス
ト
８
と

な
り
ま
し
た
。

　

塩
野
目（
愛
）さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら

も
守
備
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
、

ミ
ス
を
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い
で

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
な
ど
が
手
掛
け
、南
米
カ
ラ
ー
の
手

作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
夫
婦
は
、「
古
民
家
で
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
地

元
の
皆
さ
ん
や
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し
い
披
露
宴

が
で
き
た
。古
民
家
の
雰
囲
気
も
素
晴

ら
し
く
、中
で
も
鮎
の
炭
火
焼
き
や
臼

と
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
な
ど
、大
木
須

な
ら
で
は
の
体
験
は
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
で
は
、今
後
、宿
泊
だ
け
で
な

く
、様
々
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大木須の古民家でウエディング！

手作りの
結婚パーティー開催

古民家で行われた結婚パーティー。

敬老会で長寿と健康を祝う
　 9月18日（月・祝）の「敬老の日」を中心に市内102の自治会や、8つ
の施設など67の会場で敬老会が開かれました。今回は、75歳以上の
5014人（男1954人、女3060人）が招待され、各会場で、食事をしたり歌や
踊りの余興が披露され、お年寄りの楽しむ姿がみられました。また、
あちこちから「久しぶり」、「元気だった」などの声が飛び交い、最近
の出来事や昔ばなしに花を咲かせていました。
　総務省が発表した人口推計（ 9 z15日現在）によると、65歳以上の高
齢者人口は、3514万人と、前年に比べて57万人の増加、総人口に占
める高齢者人口の割合は27.7%となり、前年より0.5%増と、過去最
高になりました。
　本市では、9 月 1 日現在の65歳以上の人口が9256人（男4118人、女
5138人）と、昨年より155人増加、高齢率は33.91%で市内の最高齢者
は105歳、100歳以上の高齢者は24人となっています。

▶敬老会での催しや会話
を楽しむ参加者の皆さん

（大沢自治会）。
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赤
ち
ゃ
ん
名	

（
保　

護　

者
）
住	

所

戸　

谷　

琉る　

乃の（
真
光
・
萌
華
）志　
　

鳥

藤　

井　

涼
り
ょ
う　

成せ
い（
慎
吾
・
梨
恵
）旭
１
丁
目

宮　

平　

隼
し
ゅ
ん　

樹き（
和
樹
・
裕
美
）南
大
和
久

二　

見　

佳か
け
る
啓
琉（
正
彦
・
知
江
）森　
　

田

大　

嶋　

紗さ　

夜や（
郁
也
・
綾
）三　
　

箇

髙　

野　

蒼あ
お　

聖し（
雅
斗
・
莉
愛
）中
央
１
丁
目

小　

森　

弓ゆ　

鶴づ
る（
貴
之
・
真
由
美
）旭
１
丁
目

菊　

地　

夏な

珠ず

菜な（
健
史
・
真
理
子
）旭
１
丁
目

片　

岡　

輝ひ
か　

李り（
誠
・
奈
緒
美
）上
川
井

●
第
９
回
那
須
烏
山
市
自
治
会
対
抗
親
善
野

球
大
会（
８
月
20
日
㈰
、27
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
、

烏
山
野
球
場
）

▽
優
勝
：
南
部　

▽
準
優
勝
：
藤
田　

▽
第
３

位
：
城
東
・
泉
町
・
滝
田
、上
境

●
第
36
回
日
本
空
手
道
白
堊
会
選
手
権
大
会

（
８
月
27
日
㈰
、板
橋
区
立
小
豆
沢
体
育
館
）

［
小
学
生
中
級
女
子
形
］▽
準
優
勝
：
大
輪
莉

央
奈（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
高
校
生
以
上
一
般
女
子
形
］▽
準
優
勝
：
荒

牧
実
優
花（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
生
下
級
女
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
荒
井

萌
維（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
生
下
級
男
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
伊
澤

瑛
太（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
生
中
級
男
子
組
手
］▽
優
勝
：
村
山
晴

琉（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
第
３

位
：
生
魚
凱
大（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、

鈴
木
徳
真（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
生
中
級
女
子
組
手
］▽
優
勝
：
大
輪
莉

央
奈（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
生
上
級
男
子
組
手
］▽
優
勝
：
生
魚
祐

晴（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優

勝
：
田
中
恵
達（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
第
３
位
：
荒
井
港
成（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
中
学
生
男
子
組
手
］▽
第
３
位
：
石
川
由
翔

（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
一
般
女
子
シ
ニ
ア
組
手
］▽
優
勝
：
生
魚
英
子

［
一
般
有
段
男
子
シ
ニ
ア
組
手
］▽
優
勝
：
新

井
元　

▽
準
優
勝
：
生
魚
邦
龍

●
第
67
回
日
光
剣
道
大
会（
８
月
１
７
日
㈭
、日

光
東
照
宮
武
徳
殿
）

［
少
年
男
子
個
人
の
部
］▽
第
３
位
：
鈴
木
佳

実（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第
13
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
月
４

日
㈪
、５
日
㈫
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
荒
川
南　

▽
準
優
勝
：
藤
田　

▽
第

３
位
：
志
鳥
ス
ワ
ン
ズ
、こ
ぶ
し
台

●
第
12
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会（
７
月
30

日
㈰
、８
月
５
日
㈯
、26
日
㈯
、９
月
２
日
㈯
、９
日
㈯
、

緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｏ
Ｘ　

▽
準
優
勝
：

Ｆ
Ｔ
ク
ラ
ブ　

▽
第
３
位
：
藤
田
ク
ラ
ブ

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
高
橋
秀
夫
様（
東
京
都
目
黒
区
）、安
齋
勇
一

様（
福
島
県
二
本
松
市
）、杉
崎
克
行
様（
神
奈
川
県

平
塚
市
）、金
泉
光
紀
様（
大
阪
府
大
阪
市
）、高
橋

麻
里
様（
東
京
都
北
区
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円
、

小
澤
久
様（
東
京
都
文
京
区
）、村
橋
裕
司
様（
東

京
都
北
区
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
、石
川
浩

之
様（
東
京
都
大
田
区
）か
ら
６
万
円
、匿
名
希

望
者
様
10
人
か
ら
合
計
16
万
円
が
本
市
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
対
す
る

義
援
金
に
つ
い
て
、市
役
所
烏
山
庁
舎
、南
那

須
庁
舎
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
義
援
金
箱

を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、８
月
31
日
㈭
ま
で
に

２
万
４
３
０
７
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、栃
木
県
協
同
募
金
会
を

と
お
し
て
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇〝
空
が
秋
っ
ぽ
ー
い
！
〟写
真

を
撮
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

空
や
植
物
、風
景
…
季
節
を
よ

く
感
じ
取
る
よ
う
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。
秋
の
楽
し
み
は
、

や
っ
ぱ
り
紅
葉
？
某
新
聞
に
よ
る
と
、今

年
は
色
づ
き
が
良
い
と
の
こ
と
…
。市
内

の
ス
ポ
ッ
ト
も
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

○
あ
と
個
人
的
に
、秋
は
お
し
ゃ
れ
の
季

節
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。つ
い
新
し

い
ア
イ
テ
ム
を
手
に
と
り
が
ち
…
。「
節

約
し
な
き
ゃ
な
～
」と
い
う
気
持
ち
と
行

動
は
常
に
反
比
例
し
て
い
ま
す（
笑
）

○
そ
ん
な
私
と
は
対
照
的
な
の
は
父
。と
っ

て
も
節
約
家
な
の
で
す
！
還
暦
を
過
ぎ
て

も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
る
の
で

す
が
、何
年
も
履
い
て
い
る
試
合
用
の
く

つ
し
た
の
ゴ
ム
は
の
～
び
の
び
。ま
る
で

約
20
年
前
に
流
行
っ
た
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
。

「
新
し
い
く
つ
し
た
買
え
ば
？
」と
聞
く
と
、

父
は「
大
丈
夫
、輪
ゴ
ム
が
あ
る
」と
一
言
。

し
か
も
ス
ト
ッ
ク
ま
で
バ
ッ
チ
リ
。

○
父
は
、今
日
も
輪
ゴ
ム
の
活
躍
で
く
つ

し
た
が
下
が
る
こ
と
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

立
っ
て
い
る
…
。こ
の
間
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
ら
し
い
…
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍

も
娘
は
見
守
り
ま

す
。

義
援
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

援
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

義
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★一般図書★
『神童は大人になってどうなったのか』

小林　哲夫
『君を成功に導く４９の言葉』

岩田　松雄
『おとなのきほん』	 松浦　弥太郎
『お金が勝手に貯まりだす暮らし』

大上　ミカ
『天才棋士降臨・藤井聡太』	 書籍編集部
『おれたちを跨ぐな！』	 椎名　誠
『末ながく、お幸せに』あさの　あつこ
『騙し絵の牙』	 塩田　武士

◆児童図書◆
『トリックアートハロウィーン』

北岡　明佳
『君たちはどう生きるか』	 吉野　源三郎
『話し方ひとつでキミは変わる』福田　健

『忍者世界へタイムワープ』	 イセケヌ
『わすれんぼっち』	 橋口　さゆ希
『こんやはてまきずし』	 五味　ヒロミ
『もしきみが月だったら』

ローラ　パーディ　サラス
『かわいこちゃん』	 高畠　じゅん子

◆ＤＶＤ◆
『仮面ライダースペクター』

上堀内 佳寿也監督
『聲の形』	 山田  尚子監督
『ライオン・ガード』

ロジャー・アラーズ監督
『やさしいライオン』やなせ  たかし演出
『キセキ あの日のソビト』	 兼重 淳監督
『聖の青春』	 森 義隆監督
『バースデーカード』	 吉田 康弘監督
『ルーム』	 レニー・アブラハムソン監督

2017.9.1現在
（　）対前月比

人口 26,242（+8）

世帯数 9,416

男	 12,965
出生		 8
転入		 89

女	 13,277
死亡		 46
転出		 43

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句　

	
	

齋
藤　

穂　

選

忖そ
ん
た
く

度
を
し
つ
つ
調

と
と
のへ

盆
支
度三

森　

純
子
（
中　

央
）

海
無
し
の
国
丸
ご
と
の
初
秋
刀
魚

平
澤　

房
子
（
金　

井
）

台
風
や
む
か
し
舟

ふ
な
ど
め止

遠
廻
り高

野　

久
子
（
大　

桶
）

涼り
ょ
う
ふ
う

風
と
連
れ
だ
ち
歩
く
川
辺
道

平
野　

勝
夫
（
向　

田
）

川
　
柳
　　

	
	

篠
﨑　

酔
月　

選

ご
先
祖
も
客
も
帰
っ
て
彼
岸
終
え

石
川　

義
郎
（
興　

野
）

鼻
歌
も
お
友
し
て
い
る
散
歩
道

 

五
月
女
佳
子
（
谷
浅
見
）

運
転
の
出
来
る
喜
び
日
日
思
う須

田　

孝
子
（
城　

東
）

運
勢
を
頼
り
信
じ
て
宝
く
じ

 

小
口　

格
男
（
興　

野
）

短
　
歌　

	

　

	

福
澤　

悦
子　

選

長
雨
に
晴
れ
間
待
ち
わ
び
鳴
く
蝉
の
一い

ち

夏げ

の
命
哀
れ

と
思
う	

石
川　

ミ
チ
（
大　

桶
）

蝉
し
ぐ
れ
に
慈
願
寺
着
の
疎
開
児
童
の
汗
し
た
顔
々

目
に
浮
か
び
く
る	

川
手　

ト
ヨ
（
金　

井
）

暑
さ
に
も
負
け
ず
み
こ
し
を
担
ぐ
子
ら
の
掛
け
声
青

空
高
く
響
け
り	

安
藤　

伯
麗
（　

旭　

）

停
車
場
と
呼
ば
れ
し
頃
の
故ふ

る
さ
と郷

の
駅
舎
閉
ざ
さ
れ
無

人
の
駅
に	

	

矢
口　

玄
鳥
（
大　

金
）

作品
募集

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ	

（
〒
３
２
１
―
０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市の人口

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
…

「
広
聴
箱
」に

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に｢

広

聴
箱｣

を
設
け
て
い
ま
す
。
主
要
な
公

共
施
設
に
設
置
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、

市
長
が
拝
見
し
た
後
、市
長
か
ら
の
指

示
を
含
め
、担
当
課
に
回
覧
し
、今
後
の

政
策
事
務
等
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
受
信
日
か
ら
2
週
間
以
内

に
担
当
課
が
責
任
を
も
っ
て
回
答
い
た

し
ま
す
。

■
設
置
場
所

市
役
所
烏
山
庁
舎
・
市
役
所
南
那
須
庁

舎
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
烏
山
公
民
館

■
那
須
烏
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nasukarasuya

m
a.lg.jp/

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
広
聴
箱
」入
力

フ
ォ
ー
ム
に
は
、右
記
か
ら
お
入
り
く

だ
さ
い
。電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
方

法
で
す
。回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、電
子
メ
ー
ル
で
返
信
い
た
し
ま
す
。

◇

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
合
政
策
課
☎

０
２
８
７‒

83‒

１
１
１
２
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑲
〜

美
術
部

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
等

で
頑
張
る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

「
デ
ザ
イ
ン
活
動
で
地
域
社
会
や
学
校
行

事
に
貢
献
」を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
26
人
の
美
術

部
。
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、ポ
ス
タ
ー
や
看

板
類
は
も
ち
ろ
ん
、烏
山
高
校
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
か
ら
ら
」グ
ッ
ズ
や
市
内
で
活
動
す

る
団
体
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
、市
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
が
主
催
す
る
近
代
化
遺
産
バ
ス
ツ
ア

ー
の
参
加
者
へ
の
記
念
品
な
ど
の
制
作
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
は
、長
年
の
地
域

貢
献
活
動
が
た
た
え
ら
れ
、烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
よ
り
、ロ
ー
タ
リ
ー
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

10
月
28
日
㈯
、29
日
㈰
に
行
わ
れ
る
市
文

化
祭
に
は
、部
員
た
ち
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま

す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　現在、12月の栃木県高
校美術・デザイン展に向
けて絵画やデザイン、立
体作品の制作に励んでい
ます。これからも烏山高
校のデザイン力を生かし
て地域の皆さんに親しん
でもらえるような活動を
続けていきたいです！

２年（那珂川町）
部長 
金井　美紗さん

“
ジ
オ
”の
魅
力
た
っ
ぷ
り 

小
塙
自
然
環
境
保
全
地
域

　

小
塙
の
荒
川
流
域
に
は
典
型
的
な

穿せ
ん
に
ゅ
う
だ
こ
う

入
蛇
行
地
形（
河
川
が
蛇
行
し
、谷

を
つ
く
っ
て
い
る
地
形
）が
み
ら
れ
、地

層
も
連
続
的
に
観
察
で
き
る
こ
と
か

ら
自
然
環
境
保
全
地
域
と
し
て
栃
木

県
よ
り
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。ま

た
栃
木
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
特
筆

す
べ
き
地
形
・
地
質
に
挙
げ
ら
れ
る

な
ど
貴
重
な
地
質
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

対
岸
か
ら
も
地
層
の
境
が
よ
く
観

❻

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

今回の
見どころ！

察
で
き
、川
の
働
き
に
よ
っ
て
長
い

時
間
を
か
け
て
土
砂
が
削
ら
れ
堆
積

し
て
今
の
形
と
な
っ
た
那
須
烏
山
の

大
地
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
で

す
。

　

こ
の
荒
川
沿
い
の
地
層
に
は
化
石

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
魅

力
の
ひ
と
つ
。貝
化
石
や
鯨げ
い
る
い類
化
石

の
よ
う
な
大
型
の
も
の
か
ら
、放
散

虫
、有
孔
虫
な
ど
目
で
は
見
え
な
い

微
化
石
ま
で
様
々
な
種
類
の
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
研

究
も
進
み
、学
術
的
に
も
価
値
の
あ

る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。


